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も
う

2ひばり 2020.  4（「いばらきの“医師確保”」を読んで）医療は子どもからお年寄りまでみんなが関わることなので、医師確保を充実させて安心して
暮らせる茨城県になってほしいと思いました。（常陸太田市 20代）3月号の読者のご感想

「
新
し
い
茨
城
づ
く
り
」への
挑
戦
を
加
速
さ
せ
ま
す
!

　

県
で
は「
茨
城
県
総
合
計
画
〜『
新
し
い
茨
城
』

へ
の
挑
戦
〜
」に
基
づ
き
、「
新
し
い
豊
か
さ
」「
新

し
い
安
心
安
全
」「
新
し
い
人
財
育
成
」「
新
し
い

夢・希
望
」の
４
つ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　
一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
に「
茨
城
、ワ
ク
ワ
ク

す
る
よ
ね
」と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
県
を

目
指
し
、こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
さ
ら
に
磨
き

を
か
け
、政
策
を
大
き
く
前
進
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
は
、県
政
運
営
の
指
針
と
な
る
令
和
２
年

度
の
当
初
予
算
に
つ
い
て
、そ
の
概
要
と
主
な
新

規・拡
充
事
業
を
中
心
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

県
財
政
課

☎
０
２
９（
３
０
１
）２
３
４
３

令和２年度
茨城県
当初予算

力
強
い
産
業
の
創
出
と
ゆ
と
り
あ
る
暮
ら
し
を
育
み
、新
し
い
豊
か
さ
を
目
指
し
ま
す

「
新
し
い
豊
か
さ
」へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

Ⅰ成
長
が
著
し
い
分
野
の
研
究
施
設
や
本
社
機
能
の
県

内
移
転
を
強
力
に
促
進
す
る
補
助
制
度

＜

本
社
機
能
移
転
強
化
促
進
補
助＞

 

５０
億
円 

ほ
か

県
北
地
域
に
付
加
価
値
の
高
い
、儲
か
る
有
機
農
業
の

大
規
模
モ
デ
ル
団
地
を
整
備

＜

い
ば
ら
き
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業＞

１
億
７
０
０
万
円

陸
上
養
殖
産
業
の
創
出
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
た
め
の
調

査・検
討
を
実
施

＜

「
い
ば
ら
き
の
養
殖
産
業
」創
出
事
業＞

 

８
０
０
万
円

人
手
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、外

国
人
材
の
確
保
に
向
け
た
就
職

マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
を
強
化

＜

外
国
人
材
活
躍
促
進
事
業＞

１
億
７
０
０
万
円

大
手
企
業
人
材
の
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
へ
の
誘
導
と
県

内
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
実
施

＜

プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
戦
略
拠
点
運
営
事
業＞

８
３
０
０
万
円

継継拡拡 新

高
い
技
術
力
を
も
っ
た
企
業
や
研
究
機
関
が
集

積
す
る
県
北
地
域
の
産
業
競
争
力
を
強
化
す
る

た
め
、新
た
な
企
業
の
連
携
体
の
販
路
開
拓
や
研
究・技

術
開
発
に
秀
で
た
人
材
の
確
保
を
支
援
し
ま
す
。

＜

県
北
地
域
牽
引
産
業・中
核
企
業
創
出
事
業＞

４
０
０
０
万
円

常
陸
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
力

向
上
と
儲
か
る
経
営

体
育
成
の
た
め
、優
良
な
繁
殖

雌
牛
の
増
頭
や
獣
医
師
に
よ

る
繁
殖
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を

支
援
し
ま
す
。

＜

優
良
繁
殖
和
牛
群
整
備
対

策
事
業＞

 

１
億
５
５
０
０
万
円

各
界
で
活
躍
す
る
経
営
者
に
よ
る
講
義
や
参
加

者
に
よ
る
ピ
ッ
チ※

の
開
催
に
よ
り
、本
県
の
経

済
を
け
ん
引
す
る
経
営
者
の
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
支
援
し
ま
す
。

※

ア
イ
デ
ア
や
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
短
時
間
で
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョン
す
る
会
の
こ
と

＜

茨
城
経
営
者
育
成
事
業＞

 

１
５
０
０
万
円

け
ん

新新新

こ
れ
ま
で
に
１６
件
を
認
定

ピックアップ

ピックアップ 令和2年度の注目事業

新

拡

継

令和2年度から新たに
実施する事業

令和2年度から規模を拡大して
実施する事業

令和元年度に引き続き実施する
事業

じ
ん   

ざ
い

▲令和2年度
　県当初予算の
より詳しい内容
はこちら

新型コロナ
ウイルス感染症
対策についても、
迅速に取り組んで
まいります。

予算については、
こちらから
ご覧ください。



ひばり 2020.  43 3月号の読者のご感想 （「いばらきの“医師確保”」を読んで）医師が少ないことを知ったので医師をめざしたいです。（つくば市 11歳）

医
科
大
学
と
の
新
た
な
協
力
関
係
の
構
築
や
寄
附
講

座
の
設
置
に
よ
る
医
師
の
確
保

＜

県
外
か
ら
の
医
師
確
保
強
化
事
業＞

 

２
億
５
５
０
０
万
円

ソ
フ
ト・ハ
ー
ド
を
組
み
合
わ
せ
た
治
水・浸
水
被
害

対
策
を
推
進

＜

住
民
避
難
力
強
化
事
業＞

３
０
０
万
円

県
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー
に
収
容
さ
れ
る
犬
猫
の
頭
数
削

減
を
図
る
た
め
、監
視・指
導
を
行
う
適
正
飼
育
指
導
員

の
設
置
や
地
域
猫
の
不
妊
去
勢
手
術
費
用
補
助
を
実
施

＜

犬
猫
殺
処
分
ゼ
ロ
を
目
指
す
環
境
整
備
事
業＞

２
７
０
０
万
円

医
療
機
関
に
お
け
る
遠
隔
画
像
診
断
治
療
補
助
シ
ス

テ
ム
の
導
入
を
支
援
し
、急
性
期
医
療
体
制
を
充
実・

強
化

＜

I
C
T
活
用
に
よ
る
医
療
体
制
強
化
支
援
事
業＞

３
１
０
０
万
円

医
師
を
目
指
す
方
へ
の
修
学
資
金
貸
与
や
、海

外
の
医
科
大
学
卒
業
生
の
支
援
を
行
い
、医
師

の
養
成・確
保
を
図
り
ま
す
。

＜

医
師
修
学
資
金
貸
与
事
業＞

 

７
億
８
６
０
０
万
円

老
朽
化
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
障
害
者
支
援
施

設｢

県
立
あ
す
な
ろ
の
郷｣

を
再
編・整
備
し
、

入
所
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
整
備
を
図
り

ま
す
。

＜

あ
す
な
ろ
の
郷
再
編
整
備
関
連
事
業＞

９
３
０
０
万
円

道
路
の
法
面※

対
策
や
橋
の
耐
震
化
、河
道
の
改

修
な
ど
、防
災・減
災
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

※

切
土
や
盛
土
に
よ
り
造
ら
れ
る
人
工
的
な
斜
面
の
こ
と

＜

国
土
強
靱
化
3
か
年
緊
急
対
策
関
連
事
業（
公
共
事

業
）＞ 

１
２
２
億
３
６
０
０
万
円

医
療
、福
祉
、治
安
、防
災
な
ど
県
民
の
命
を
守
る
生
活
基
盤
を
築
き
ま
す

「
新
し
い
安
心
安
全
」へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

一
般
会
計
予
算
総
額

　
　

１
兆
１
６
２
９
億
円

　
　
　
（
前
年
度
比 +

２
７
２
億
円
、 +

2.4
％
）

こ
れ
ま
で
に
、最
優
先
に
医
師
を
確
保
す
る
病
院・診
療
科

（
必
要
医
師
16
人
）を
選
定
し
て
重
点
対
策
を
講
じ
、８・５

人
を
確
保（
２
月
１
日
時
点
）

令
和
元
年
度
は
、水
害
発
生
リ
ス
ク
が

高
い
地
域
の
住
民
を
対
象
と
し
た｢

マ

イ
マ
ッ
プ｣｢

マ
イ・タ
イ
ム
ラ
イ
ン｣

を

作
成
す
る
講
習
会
を
18
回
実
施

継 継 継 継

拡拡拡

Ⅱ

ピックアップ

の
り
め
ん

歳　入

その他 
94億円（0.8％）

分担金および負担金
87億円（0.8％）

地方譲与税
516億円
（4.4％）

使用料および手数料 
178億円（1.5％）

繰入金 
268億円
（2.3％）

国庫支出金
1402億円
（12.1％）

県税
3867億円
（33.３％）

地方交付税
1898億円
（16.3％）

諸収入
873億円
（7.5％）

県債
1201億円
（10.3％）

地方消費税清算金
1245億円
（10.7％）

歳入総額
1兆1629億円
（100.0%）

歳　出
その他
54億円
（0.4％）

総務費 
366億円（3.1％）

企画開発費 
126億円（1.1％） 生活環境費

100億円
（0.9％）

公債費
1473億円
（12.7％）

教育費
2747億円
（23.6％）

保健福祉費
2183億円
（18.8％）諸支出金

1462億円
（12.6％）

土木費
1166億円
（10.0％）

商工費
822億円
（7.1％）

警察費
639億円
（5.5％）

農林水産業費
491億円（4.2％）

歳出総額
1兆1629億円
（100.0%）

※新型コロナウイルス感染症対策に
　関する予算（追加分）は除く。



義務的経費…
扶 助 費…
一般行政費…
投資的経費…

職員の給与や県債の返済など、支出が義務付けられているもの
生活保護や児童扶養手当などに使われるもの
補助金や貸付金など、一般的な施策に使われるもの
道路や建物など、将来に形を残すものに使われるもの

歳出を県民1人あたりに換算すると 合計約41万円

約１０万円

教育の充実

約8万円

医療福祉の充実

約５万円

借金の返済

約４万円

道路整備・まちづくり

約３万円

商工業の振興

約２万円

犯罪・事故の防止

約2万円

農林水産業の振興 その他
約7万円

※県人口
　2,866,325人
（令和2年1月1日現在）

4ひばり 2020.  4「地震対策をもう一度チェック」は、大変参考になりました。家族で話し合い普段から「備え」をしていきたいと思います。（つくば市 30代）3月号の読者のご感想

県
立
高
等
学
校
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、令
和
２
年

度
以
降
、中
高
一
貫
校
10
校
を
順
次
開
設

＜

県
立
高
等
学
校
改
革
プ
ラ
ン
推
進
事
業＞

４
億
３
１
０
０
万
円

第
３
子
以
降
で
３
歳
未
満
児
の
保
育
料
に
つ
い
て
、所

得
制
限
を
撤
廃
し
完
全
無
償
化
を
推
進

＜

多
子
世
帯
保
育
料
軽
減
事
業＞

 

５
億
７
１
０
０
万
円

い
じ
め
対
策
を
強
化
す
る
た
め
、S
N
S
を
活
用
し

た
相
談
窓
口
の
開
設
期
間
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、

県
と
市
町
村・学
校
が
専
門
家
と
連
携
し
、早
期
発
見

か
ら
解
消
ま
で
一
貫
し
た
サ
ポ
ー
ト
を
実
施

＜

い
じ
め
問
題
対
策
推
進
事
業＞

 

３
８
０
０
万
円

全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
能
力
や
A
I

活
用
能
力
を
持
つ
中
高
生
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、

多
く
の
生
徒
が
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
興
味
を
持
つ
こ

と
が
で
き
る
学
習
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

＜

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ・エ
キ
ス
パ
ー
ト

育
成
事
業＞

 

４
５
０
０
万
円

県
立
図
書
館
を
県
民
が
集
ま
る
拠
点
と
す
る
た
め
、

カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
を
設
置

＜

図
書
館
魅
力
向
上
推
進
事
業＞

 

６
８
０
０
万
円

拡 拡

令
和
２
年
度
５
校
、
令
和
３
年
度
３
校
、
令
和
４
年
度
２
校
開
設

令
和
元
年
度
は
、
中
高
生
４０
人
に
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
の
機
会
を
提
供

茨
城
の
未
来
を
つ
く
る「
人
財
」を
育
て
、日
本
一
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
県
を
目
指
し
ま
す

「
新
し
い
人
財
育
成
」へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

じ
ん　
　

 

ざ
い

Ⅲ

中
高
一
貫
校
に
お
い
て
、生
徒
１
人
当
た
り
１

台
の
Ｐ
Ｃ
端
末
を
活
用
す
る
授
業
環
境
の
整
備

や
学
習
支
援
ア
プ
リ
の
導
入
を
行
い
、情
報
活
用
能
力

を
育
成
す
る
こ
と
で
、大
き
く
変
化
す
る
社
会
に
対
応

で
き
る
人
材
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

＜

県
立
学
校
先
端
技
術
活
用
教
育
推
進
事
業＞

１
億
７
０
０
万
円

外
国
語
指
導
助

手（
A
L
T
）の

県
立
高
等
学
校
な
ど
へ

の
配
置
を
大
幅
に
増
員

し
、ネ
ー
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー

カ
ー
と
実
践
的
な
会
話

が
で
き
る
機
会
を
増
や

す
こ
と
で
、グ
ロ
ー
バ
ル

社
会
に
対
応
で
き
る
人

材
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

＜

外
国
語
指
導
助
手
招

致
事
業＞

２
億
４
２
０
０
万
円

里
親
制
度
の
普
及
や
里
親
研
修・ト
レ
ー
ニ
ン
グ

体
制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、養
親
希
望
者
に

対
す
る
助
成
を
行
う
こ
と
で
、要
保
護
児
童
の
家
庭
養

育
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

＜

里
親
養
育
包
括
支
援
事
業＞

 

５
８
０
０
万
円

新拡

継継拡

拡

ピックアップ

投資的経費
その他
376億円（3.2％）

税交付金等
1545億円（13.3％）

扶助費 243億円（2.1％）

社会保障関係費 1577億円（13.6％）

人件費
3255億円（28.0％）

公債費
1473億円（12.6％）

義務的経費
（42.7％）

一般行政費
の一部
1334億円（内数）

投資的経費
（13.7％）

公共事業費
1219億円
（10.5％）

一般行政費
3518億円（30.3％）

歳出（性質別内訳）



リニューアルイメージ

ひばり 2020.  45 3月号の読者のご感想 （「できていますか？地震対策」を読んで）実家の両親と災害について話すきっかけとなって良かったです。（神奈川県 40代）

令
和
元
年
度
は
１
件
を
認
定

将
来
に
わ
た
っ
て
夢
や
希
望
を
描
け
る
県
と
す
る
た
め
、観
光
創
生
や
魅
力
度
向
上
を
図
り
ま
す

「
新
し
い
夢・希
望
」へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

Ⅳ令
和
３
年
春
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
向
け
た
フ

ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
の
改
修

＜

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
振
興
対
策
事
業＞

 

１８
億
円

※

国
交
付
金
を
活
用
し
令
和
元
年
度
最
終
補
正
予
算

に
計
上

本
県
観
光
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
宿
泊
施

設
の
誘
致
を
促
進
す
る
補
助
制
度

＜
宿
泊
施
設
立
地
促
進
事
業＞

 

１０
億
２
０
０
万
円

県
北
地
域
に
点
在
す
る
自
然
や
温
泉
、文
化
遺
産
、食

な
ど
の
多
様
な
地
域
資
源
に
触
れ
な
が
ら
歩
く｢

ロ
ン

グ
ト
レ
イ
ル
コ
ー
ス｣
を
整
備
し
、新
し
い
滞
在・体
験

型
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進

＜

県
北
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業＞

 

４
３
０
０
万
円

県
民
の
森
と
県
植
物
園
を
一
体
的
に
活
用
す
る
こ
と

で
、新
た
な
観
光
拠
点
を
創
出

＜

県
民
の
森
等
魅
力
向
上
事
業＞

 

２
０
０
０
万
円

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
タ
ー
ゲ
テ
ィ

ン
グ
広
告
や
県
公
認
バ
ー
チ
ャ
ル

Y
o
u
t
u
b
e
r｢

茨
ひ
よ
り｣

の
活
用
な
ど
、新
た
な
手
法
に
よ
る

集
中
的
な
P
R
で「
い
ば
ら
き
ブ
ラ

ン
ド
」を
確
立

＜

集
中
的
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
強
化
事
業＞

 

３
０
０
０
万
円

継拡新

新

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

を
契
機
に
、各
国・地
域
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

戦
略
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、観
光
誘
客
を

図
り
ま
す
。

＜

ビ
ジ
ッ
ト
茨
城・観
光
誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業＞

２
億
３
０
０
０
万
円

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援

の
世
界
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
「
ベ
ン

チ
ャ
ー・カ
フ
ェ※

」を
誘
致
し
、つ
く
ば
を
中
心
に
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
世
界
的
な
拠
点
形
成
を
図
り
ま
す
。

※

起
業
家
や
投
資
家
、研
究
者
が
集
う
セ
ミ
ナ
ー
や
ピッ
チ

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、イ
ノ
ベ
ー

シ
ョン
創
出
を
支
援
す
る
組
織
。現
在
、世
界
６
カ
国
11

都
市（
ア
ジ
ア
で
は
東
京
の
み
）で
展
開
。

＜

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ・エ
コ
シ
ス
テ
ム
拠
点
都
市
推
進
事

業＞
 

４
０
０
０
万
円

拡新

継

ピックアップ

（年度） H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30
県債残高総額21235 21298 21151

R1 R2

6137

13861

10401

9621

11614

11117

9725

11573

11357

9728

11424

11629

15000

10000

5000

5000

10000

（億円）

当初予算額

特例的
県債務残高
地方の
財源不足を
補うために、

国の制度に基づき
発行する

特例的な県債

通常県債残高
ピーク時から

約2860億円減少!

●借金に依存しない財政構造を示す「プライ
マリーバランス」は、黒字を維持しています。

＜令和2年度当初予算のプライマリーバランス＞
　269億円の黒字

●特例的県債を除く県債残高（通常県債
残高）は、平成18年度末の1兆4288億
円をピークに、近年、減少し続けています。

＜令和2年度末の通常県債残高＞
　149億円の減（前年度比）

茨城県の財政は健全なの？



　

学
校
で
学
ん
だ
こ
と
が
、子
ど
も
た
ち
の「
生
き
る
力
」と

な
って
、明
日
に
、そ
し
て
そ
の
先
の
人
生
に
つ
な
が
って
ほ
し
い
。

　

こ
れ
か
ら
の
社
会
が
、ど
ん
な
に
変
化
し
て
予
測
困
難
な

時
代
に
な
って
も
、自
ら
課
題
を
見
つ
け
、自
ら
学
び
、自
ら
考

え
、判
断
し
て
行
動
し
、そ
れ
ぞ
れ
に
思
い
描
く
幸
せ
を
実
現

し
て
ほ
し
い
。

　

そ
し
て
、明
る
い
未
来
を
、共
に
創
って
い
き
た
い
。

　

新
し
い
学
習
指
導
要
領
に
は
、そ
う
し
た
願
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
で
学
ん
だ
こ
と
が
、明
日
、そ
し
て
将
来
に
つ
な
が
る

よ
う
に
、全
て
の
教
科
で
３
つ
の
力
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
育
み
ま
す
。

　
「
生
き
る
力
」を
育
む
た
め
に
は〝
ど
の
よ
う
に
〞

学
び
、そ
し
て〝
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か
〞を

重
視
し
た
授
業
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。身
の

回
り
の
問
題
に
気
付
き
、ど
う
す
れ
ば
解
決
す
る

こ
と
が
で
き
る
か
を
考
え
る
課
題
解
決
型
の
学
習

の
充
実
な
ど
、授
業
の
改
善
を
推
進
し
な
が
ら
、子

ど
も
た
ち
一
人
一
人
の
資
質・能
力
を
さ
ら
に
伸

ば
し
て
い
き
ま
す
。

　
2
0
2
0
年
度
か
ら
新
し
い
学
習
指
導
要
領
が
実
施
※

さ
れ
ま
す
。

　
学
習
指
導
要
領
と
は
、全
国
ど
こ
の
学
校
で
も
一
定
の
教

育
水
準
が
保
て
る
よ
う
に
文
部
科
学
省
が
定
め
て
い
る
教

育
課
程（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）の
基
準
で
、お
よ
そ
10
年
に
一
度

改
訂
が
行
わ
れ
て
お
り
、子
ど
も
た
ち
の
教
科
書
や
時
間

割
な
ど
は
こ
れ
を
基
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

県
義
務
教
育
課

☎
０
２
９（
３
０
１
）５
２
２
６

県
高
校
教
育
課

☎
０
２
９（
３
０
１
）５
２
６
０

詳
し
く
は

文
部
科
学
省

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
▼

※
小
学
校
は
2
0
2
0
年
度
、中
学
校
は
2
0
2
1
年
度
、高
等
学
校
は
2
0
2
2
年
度
か

ら
、全
国
で
そ
れ
ぞ
れ
新
し
い
学
習
指
導
要
領
が
実
施
さ
れ
ま
す
。幼
稚
園
は
2
0
1
8

年
度
か
ら
、特
別
支
援
学
校
は
、小・中・高
等
学
校
に
合
わ
せ
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
（
特
別
の
教
科 

道
徳
は
、小
学
校
は
２
０
１
８
年
度
、中
学
校
は
２
０
１
９
年
度
か
ら
の
実
施
）

生きる力

学んだことを
人生や社会に生かそうとする

学びに向かう力、
人間性など

未知の状況にも
対応できる 

思考力、判断力、
表現力など

社会や生活の中で
生きて働く 

知識や技能

周りの人たちと共に考え、
学び、新しい発見や豊かな
発想が生まれる授業に

見通しをもって、粘り強く取
り組む力が身に付く授業に
一つ一つの知識がつなが
り、「わかった！」「おもしろ
い！」と思える授業に

自分の学びを振り返り、次の学びや
生活に生かす力を育む授業に

対話的な学び

主体的な学び

深い学び

新
し
い
学
習
指
導
要
領
、ス
タ
ー
ト

ス
タ
ー
ト

「
生
き
る
力
」学
び
の
、そ
の
先
へ

｢

生
き
る
力｣

を
育
む
た
め
に

〝
学
び
〞は

　
ど
う
進
化
す
る
の
か

6ひばり 2020.  4「おとな救急電話相談（#7119）」。ちょうど先日困っていたところなので、とても助かりました ！
いきなり救急車を呼ぶのにはためらいがあるので、このような助けがあるのは本当に嬉しいです。（ひたちなか市 30代）3月号の読者のご感想



物事を自分のこととして「考え、議論
する」授業をはじめ、学校の教育活動
全体を通じて道徳性を育みます。

★1 ★3★2

道徳教育
小学校3年生から外国語に慣れ
親しみ、「聞くこと」「読むこと」
「話すこと」「書くこと」の4つ
の力を総合的に育みます。

外国語教育
観察や実験などから必要なデー
タを収集・分析するなど、科学的
に探究する学習活動の充実を図
ります。

理数教育

社会全体で“学び”を応援

他の科目などで学んだことを横
断的・総合的に活用しながら、体
験活動や調査・実験、発表・討論
などを行い、生徒自身が課題を
見つけて解決していくための能
力の育成を目指します。
※小・中学校では、「総合的な学習の時
間」。“探究”となるのは高等学校のみ。

総合的な探究※の時間

学校での学びを社会に生かす
ことを意識し、子どもたちが
自らの意思で進路を主体的に
選択する能力を育みます。

キャリア教育

コンピュータがプログラムに
よって動き、社会で活用され
ていることに気付き、上手に
活用する能力を育みます。

プログラミング教育

この他に「キャリア教育」
｢プログラミング教育｣なども
充実します。　

子
ど
も
た
ち
の「
生
き
る
力
」を
育
む
に
は
、学
校
で

の
学
び
を
日
常
生
活
で
活
用
し
た
り
、家
庭
で
の
経
験

を
学
校
生
活
に
生
か
し
た
り
す
る
こ
と
が
、と
て
も
大

切
で
す
。

　

保
護
者
の
皆
さ
ん
、お
子
さ
ん
が
学
校
で
学
ん
だ
こ

と
に
つい
て
、ご
家
庭
で
ぜ
ひ
一
緒
に
話
を
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。そ
の
働
き
か
け
が
、子
ど
も
た
ち
の「
生
き
る

力
」を
育
む
大
き
な
原
動
力
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
も
学
校
と
家
庭
、そ
し
て
地
域
が
協
力
し
て
連

携
を
深
め
、「
よ
り
よ
い
学
校
教
育
を
通
じ
て
よ
り
よ
い

社
会
を
創
る
」と
い
う
目
標
を
達
成
し
て
い
き
ま
す
。

新学習指導要領で
変わること

高等
学校
※3

小学校
※1

全学年

3・4年生

5・6年生

履修する
学年は
各学校
で設定

特別の教科
道徳　　　　★1

外国語活動　★2

外　国　語　★2

〈移行期間〉年間15単位時間以上

〈移行期間〉年間50単位時間以上

年間35単位時間以上

年間70単位時間以上

理　　　数　★3

総合的な
探究の時間　★4

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

新｢学習
指導要領｣
スタート

中学校
※2 全学年 年間35単位時間以上特別の教科

道徳　　　　★1

新｢学習指導要領｣
スタート

※1　1単位時間：45分

※2　1単位時間：50分

※3　1単位：35単位時間（標準）。1単位時間は50分

年間34単位時間以上（1年生）､
年間35単位時間以上（2～5年生）

〈先行実施〉標準単位数3～6。
1年生から年次進行で実施 標準単位数3～6

理数探究基礎：標準
単位数1
理数探究：標準単
位数2～5

全ての教科で探究的な
活動を取り入れます 現代の国語・言語文化・論理国語・文学国語・国語表現・古典探究、地理総合・地理探究・

歴史総合・日本史探究・世界史探究、公共、英語コミュニケーションⅠ　など

（新設科目の例）

新｢学習指導要領｣
スタート

新｢学習指導要領｣
スタート

ひばり 2020.  47 3月号の読者のご感想 ＪＲ常磐線佐貫駅から龍ケ崎市駅になることで、龍ケ崎の魅力がより良くなると思った。（水戸市 10代）

★4



データいばらき 2月1日現在 ●総人口2,865,234人 ［前月比1,091人減］ （男性1,431,244人 女性1,433,990人） ●世帯数1,176,474世帯 ［前月比580世帯増］ 

　県空港対策課　☎029（301）2761
　「茨城空港」で検索

　県労働委員会事務局　☎０２９（３０１）５５６３

　県農業参入等支援センター（県農業経営課内）
　☎029（301）3844

県農業参入等支援センター（水戸市）で
は、農業者の方に無料で専門家を派遣
し、諸課題の解決を支援しています。
詳しくは当センターまたはお近くの農業
改良普及センターまでお問い合わせくだ
さい。
支援内容▶
経営改善・法人化に向けた事業計画策定
や雇用・労務管理支援、規模拡大・販路拡
大に向けた資金計画作成 など
派遣専門家▶
中小企業診断士、社会保険労務
士、司法書士、税理士、弁護士 など

意欲のある農業者の皆さんを
支援します

　県管財課公有財産維持活用推進室
　☎０２９（３０１）２３８０
　「茨城県　県有地売却」で検索

県では、職員住宅の跡地など、現在は利
用していない施設の土地や建物を売却し
ています。これらの物件は、権利関係が整
理されていますので、安心してご購入い
ただけます。また、登記手数料・仲介料も
不要で大変お得です。売却物件や売却方
法などについては、管財課のホームペー
ジをご覧いただくか、下記までお問い合
わせください。

県有地を売却しています

解雇やパワハラなど労働関係のトラブルに
ついて、話し合いで解決できるよう調整す
る「あっせん」を行っています。
あっせんでは、公益代表（弁護士など）・労
働者代表・使用者代表の三者で構成する
あっせん員が、労働者と使用者双方の主張
を確かめて、解決を支援します。県内の事
業所の労働者や使用者が無料で申請でき
ます。まずはご相談ください。

労使紛争のあっせんを
行っています 　県生活衛生課　☎０２９(３０１)３４１５

犬を飼う場合は、お住まいの市町村に犬
の登録申請をし、鑑札を受けることが法律
で義務付けられています。
また飼い主は年に一度、生後３カ月を超え
る飼い犬に､４月１日から６月３０日の間に
狂犬病予防注射を受けさせなければなり
ません。未登録の場合は速やかに登録申
請をし、狂犬病予防注射を早めに受けさ
せましょう。
詳しくはお住まいの市町村にお問い合わ
せください。

犬の登録と狂犬病予防注射を
忘れずに

３月に開港１０周年を迎えた茨城空港の
国内線は、札幌・神戸・福岡・那覇の４都市
へ運航しています。特に、昨年８月より増
便された神戸便は、朝昼夜の１日３往復
運航し、神戸をはじめ、関西圏へのアクセ
スが大変便利です。
なお、３月２９日（日）から新ダイヤで運航
していますので、最新の情報は茨城空港
ホームページをご覧ください。

茨城空港～ダイヤ改正～

　県障害福祉課　☎029（301）3368

精神科に限定し
た救急相談窓口
を開設していま
す。ご本人、ご家
族などから「不安
が強くなった・気
分が落ちつかなく
なった」などのご
相談を専門の相
談員が受け、助言
を行います。
精神科救急電話相談窓口▶
☎０５７０（０４１）９９２（よい救急に）
※相談無料。通話料が掛かります。

受付時間▶
土・日・祝日の８時３０分～翌８時３０分
詳しくは、県障害福祉課のホームページ
をご覧ください。

県精神科救急電話相談

　県警本部生活環境課・少年課
　☎029（301）0110

近年、若い女性がアダルトビデオ（ＡＶ)へ
の出演を強要されたり、女子高生などに
よる接客サービスを売り物にする「ＪＫビ
ジネス」と呼ばれる営業により性的な被害
に遭ったりするなどの問題が発生してい
ます。
特に４月は、生活環境が大きく変わる時期
で、こうした被害に遭うリスクが高まるこ
とが予想されます。トラブルでお困りの場
合は、警察専用相談電話「♯9110」や最
寄りの警察署､交番に相談しましょう。

ＡＶ出演強要・「ＪＫビジネス」
などの被害防止

ジェイケー
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▲神戸の街並み

▲悪質な手口
　の例などは
　こちら



募集期間▶４月２日（木）～１５日（水）
入居日▶７月１日（水）
申込書などの配布場所▶
（一財）茨城県住宅管理センター・各市町
村・県住宅課（県庁舎20階）
※一部の住宅は随時募集を行っています（先着順）。
　６０歳以上の方や障害のある方などが単身で入居
　できる住宅もあります。

県営住宅の入居者募集

 　　県労働政策課　☎029（301）3635
　「茨城県　働き方改革」で検索

　 　（一財）茨城県住宅管理センター
 　　☎029（２２６）３６０３
　県住宅課　☎０２９（３０１）４７５０
　「茨城県営住宅」で検索

　県農村計画課　☎029（301）4264

県国際交流協会外国人相談センター（水
戸市）では、外国人の在留資格や仕事、結
婚など生活全般について、相談員による
電話・面会相談を行っています。相談は無
料です。秘密は守ります。
相談時間▶平日８時30分～17時
対応言語▶英語、中国語、ポルトガル語、

タイ語、タガログ語、スペイン
語、韓国語、インドネシア語、
ベトナム語、日本語 ほか

※曜日によって、相談できる言語が異なります。

外国人のための相談窓口

4月は入学したばかりの児童生徒が慣れ
ない通学路を利用します。
車などを運転するときは通学路を意識し
て、子どもの不意な動きにも対応できるよ
う、いつでも止まれる速度と危険予測を
心掛けましょう。あなたの安全運転が子ど
もたちの命を守ります。

４月６日(月)～15日(水)、
春の全国交通安全運動を実施します

令和元年11月15日に「ハンセン病元患
者家族に対する補償金の支給等に関する
法律」が成立したことに伴い、対象となる
ハンセン病元患者のご家族の方は、補償
金の申請を行うことが可能となりました。
請求およびご相談は、厚生労働省の補償
金担当窓口で受け付けています。支給対
象の要件や請求方法については、厚生労
働省のホームページをご確認ください。

ハンセン病元患者の
ご家族の皆さんへ

県と各市では、生活にお困りの方への相
談支援窓口を開設しています。仕事や家
計、家族のことなど、一人で抱え込まず
に、まずはお気軽にご相談ください。
相談先

▲

・市にお住まいの方
 お住まいの市の福祉事務所　
・町村にお住まいの方
 県北県民センター ☎0294（80）3320
 福祉相談センター ☎029（226）1512
 県南県民センター ☎029（822）7241
 県西県民センター ☎0280（87）0224

生活でお困りごとはありませんか

　外国人相談センター
　（（公財）茨城県国際交流協会）
　☎０２９（２４４）３８１１

働き方改革に積極的に取り組む企業が人
材を確保しやすい環境となるよう、取り組
みが優れた企業を「優良企業」として、取
り組みを進めている企業を「推進企業」と
して県が認定しています。
優良（推進）企業の認定を受けて、会社の
魅力を広くアピールしましょう。
※申請の受け付け・認定は随時行っています。

企業の皆さん、
「働き方改革」進めませんか

　県警察本部交通総務課
　☎029（301）0110

　厚生労働省補償金担当窓口
　☎03（3595）2262
　県疾病対策課　☎029（301）3220

　県福祉指導課　☎029（301）3164

　県厚生総務課　☎029（301）6203

出生や死亡、死産があった場合や婚姻、
離婚の際にご提出いただいている、出生・
死亡・死産・婚姻・離婚の届け出は、５年に
１度の国勢調査の実施年度（令和2年度）
には、職業の記入もお願いしています。
４月１日から令和３年３月３１日の間に各届
け出をされるときには、職業をご記入くだ
さい。詳しくは、お住まいの市町村または
下記までお問い合わせください。

人口動態調査（職業・産業）に
ご協力を

農業・農村は、国土の保全や良好な景観
形成などの多くの機能を有しています。し
かし、農村地域の高齢化や混住化などに
より、地域が共同で行う水路・農道の維持
管理活動が困難になっており、多面的機
能の低下が懸念されています。
農業・農村の有する多面的機能の維持・発
揮を図るため、農道法面の草刈りや水路
の泥上げなどの農村地域の共同活動を支
援しています。ぜひご活用ください。

多面的機能支払交付金を
活用しませんか

募集

問い合わせ先
ホームページ

申し込み先

案内

9 ひばり 2020.  4 3月号の読者のご感想 龍ケ崎が「うな丼」発祥の地であるというのは知らなかった！こういった情報はどんどん発信してほしい。
龍ケ崎にうな丼食べに行ってみたいと思います！（下妻市 30代）



m o
y o o s h i m o n o - g u i d e

●開館時間／9時30分～17時(入館は16時30分まで) 
●月曜休館(祝日・振替休日の場合はその翌日)　　 つくば美術館：～4月13日（月） 
●障害者手帳、指定難病特定医療費受給者証などをお持ちの方、未就学児は入館無料。
　満70歳以上の方は入館料減免 (健康保険証、運転免許証などを持参してください。)
●毎週土曜日は、高校生以下無料（春・夏・冬休み期間中は除く。）

利用案内
(県立図書館を除く)

利用案内
(県立図書館)

閉館中の鹿島神宮宝
物館からお預かりし
ている宝物の数々を
大公開。国宝の「直刀」をはじめ、代々伝わる
社宝を紹介するとともに、当館所蔵の「鯰
絵」を読み解きながら、”カシマ”に寄せられ
た信仰の一端を紹介します。

〈入館料〉一般350円、満70歳以上170円、大学生180円、高校生以下無料
水戸市緑町2-1-15　☎029（225）4425　6029（228）4277

〈入館料〉一般730円、満70歳以上360円、高・大生520円、小・中生260円
笠間市笠間2345（笠間芸術の森公園内）　☎0296（70）0011　60296（70）0012

企画展1「鹿島神宮の宝－直刀・狛犬・鯰絵、そして祭頭祭・御船祭－」
県立歴史館 4月11日（土）～6月7日（日）

4月25日（土）～6月14日（日）県近代美術館　

県指定文化財『墨書土器「大伴」
信太入子ノ台遺跡出土』
（美浦村教育委員会蔵）

宮川香山
「高取釉高浮彫蟹花瓶」
田邊哲人コレクション
（神奈川県立歴史博物館寄託）

国宝「直刀」（鹿島神宮蔵）

ちょく とう    こま いぬ   なまず え さい とう さい     み  ふね さい 

仏教の東方伝播やシルクロードの文化交流をテーマとして作品
を制作し、戦後の日本画壇をけん引した平山郁夫。本展では、平
山郁夫の絵画と、取材に同行した夫人と集めた彫刻や工芸品に
より、平山夫妻の歩いた道を辿ります。

企画展「没後10周年 平山郁夫
シルクロードコレクション展」

平山郁夫
「パルミラ遺跡を行く・夜」
2006年
所蔵・画像提供：平山郁夫
シルクロード美術館

1859年の横浜開港を期に日本の陶磁器は
万博博覧会などで高く評価され、多くの作品
が海外に輸出されます。横浜や東京には多
くの陶磁業者が集まり、一大窯業地としての
「横浜焼・東京焼」が誕生しました。本展では
田邊哲人氏のコレクションを中心に約150
件の作品から、明治陶芸の全容に迫ります。

企画展「神業ニッポン 明治のやきもの『幻の横浜焼・東京焼』」
県陶芸美術館 4月18日（土）～6月28日（日）

千年以上前のお墓から、万葉集の編者大伴家持と同じ氏の大伴
一族が県内にいた証となる、「大伴」と書かれた土器が出土しま
した。教科書では分からない地中からの声に耳を傾けてみませ
んか。

遺跡紹介展「発掘！！いばらき２０２０
－古代豪族大伴氏から水戸城まで－」

た   なべ  てつ  んど たかとりゆうたかうきぼりかにかびん

ぼくしょ ど   き    おおとも

でん   ぱ

おお とものやかもち

し  だいり こ  のだいいせきしゅつど

ミュージアムパーク県自然博物館 6月7日（日）まで

第77回企画展「さくら展 －まだ見ぬ桜に逢いに行く－」

〈入館料〉一般750円、満70歳以上370円、高･大生460円、小･中生150円
※4月18日（土）は満70歳以上の方無料
坂東市大崎700　☎0297（38）2000　60297（38）1999

新種のクマノザクラを含む多様なサクラの紹介や、サクラと生き
もの、サクラと人との関わりの歴史などを取り上げ、サクラの奥深
い世界を紹介します。

きみ

〈入館料〉一般1,100円、満70歳以上550円、高・大生870円、小・中生490円
水戸市千波町東久保666-1　☎029（243）5111　6029（243）9992

※3月19日時点の情報です。お出掛けの際には前もってご確認ください。

〈入館料〉一般190円、満70歳以上90円、高・大生120円、小・中生80円
北茨城市大津町椿2083　☎0293（46）5311　60293（46）5711

日本画に使われる和紙や絵絹を見て、絵巻の複製を使って､その
扱い方や鑑賞の仕方を体験できるプログラムです。

体験プログラム
「日本画ってなぁに？ ーみて・さわって・かいてみようー」

県天心記念五浦美術館

岡倉天心記念室（常設展）

4月11日（土）～7月31日（金）

休館
●開館時間／平日：9時～20時、
　　　　　　土日祝：9時～17時
●４月の休館日／1～3、6、13、
                       20、27日

おお とも

10令和2年度の広告掲載のお申し込みは株式会社関東朝日広告社（☎029（231）6177）まで。　※広告の内容は、県が保証や推奨をするものではありません。



ひばり 2020.  4 次回「ひばり」5月号の新聞折り込みは4月26日（日）です。

ひ  まつ

新型コロナウイルス感染症に
関する相談窓口 ※３月19日現在の情報です。

相談窓口▶
受付時間▶
相談内容▶

県疾病対策課 ☎029（301）3200
24時間対応。土・日・祝日も実施

相談窓口▶
受付時間▶

相談内容▶

県産業政策課 ☎029（301）3530
平日９時～１７時
（土・日・祝日については、県信用保証協会ホームページをご覧ください。）

電話相談について

★利用が想定される融資制度の例

●新型コロナウイルス感染症に
  関する相談
●心配な症状が出た際の対応
●感染予防に関すること など

●中小企業融資資金貸付金（県制度融資）★
  などの相談
●その他支援策の相談窓口の案内

中小企業向け金融相談について

厚生労働省でも電話相談窓口を設置しています。

新型コロナウイルス感染症に関する最新情報は、
厚生労働省のホームページをご確認ください。 ▼

70１２０-５６５６５３
　（9時～21時。土・日・祝日も実施）

制度名

融資対象

融資期間

パワーアップ融資

［設備］10年以内（据え置き3年以内）
［運転・併用］7年以内（据え置き2年以内）

融資限度額 5千万円

融資利率 1.3～1.6％　※県による利子補給あり

保証料率 0.45～1.9%　※県による一部補助あり

・直近3カ月の売上高などが前年同期に比べ５％
以上減少している者
・国の定めるセーフティネット保証各号について
市町村長の認定を受けた者　ほか

感染を予防しましょう

ウイルスの付着したものに触れ
た手で鼻や口に触れることで、
ウイルスに感染する恐れがあり
ます。帰宅時
や調理の前
後、食事前な
どこまめに
手を洗いま
しょう。

手洗い
くしゃみや咳の飛沫にはウイル
スが含まれている恐れがありま
す。マスクの着用などの咳エチ
ケットを心掛けましょう。

咳エチケット
普段から十分な睡眠とバランス
の良い食事を心掛け、免疫力を
高めましょう。

普段の健康管理
空気が乾燥すると喉の粘膜の
防御機能が低下します。乾燥し
やすい室内では、加湿器などを
使って適切な湿度（50～60％）

を保ちましょう。

適度な湿度を保つ

県内保健所の相談窓口
（受付時間：平日9時～17時）はこちら▶

県税事務所の連絡先（受付時間：平日９時～１７時）はこちら▶ ※利子補給、保証料補助の詳細は相談窓口にお問い合わせください。

県税の取り扱いについて
県では個人事業税の申告期限の延長などの相談
を受け付けています。詳しくは、管轄する県税事
務所にお問い合わせください。

11



正解者の中から抽選で10人の方に、
すてきなプレゼントが当たります。

A B C D

ひばりクロスワードパズル 1.
2.
3.

5.
7.

5月5日の国民の祝日の名称
日が暮れてまもない時のこと
○○味：すっぱい味のこと。青色のリトマス
試験紙が赤色に変化したとき、その液性は
○○性
神に捧げる神聖な火
○○い歩き：壁など支えになる物につか
まるようにして歩くこと

［タテのカギ］

2.

4.

6.
8.

2ページでは、県政運営の指針となる令
和2年度の当初○○○についてご紹介
しています（ヒント：2ページ）
目的のために人や物を集中すること。
観客○○○○数
扉などをとんとんと打つこと
ネモフィラが咲き誇る絶景で有名な○
○○○○市の国営ひたち海浜公園

［ヨコのカギ］

3月号の答え ： やりいか

●当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。 ●ご応募いただいた個人情報は、賞品の発送にのみ使用させていただきます。
●頂いたご感想は「ひばり」の紙面に掲載させていただくことがありますので、ご了承願います。

県ホームページ「ひばり4月号クロスワードパズル応募ページ」からご応募いただくか、はがきに①答え②郵便
番号③住所④氏名⑤年齢⑥電話番号⑦ひばり4月号の感想をお書きの上、〒３１０－８５５５（住所不要）茨城県プロ
モーション戦略チームクロスワードパズル係へ（応募は１人１回まで）。 4月23日（木）締め切り（当日消印有効）。

〈応募方法〉

ひばり 4月号 クロスワードパズル 応募

今月号はこれ ！

第3回茨城おみやげ大賞いえみやげ部門で大賞に輝いた「でせ～
るふらん」は、窯でじっくりと蒸し上げたハンドメイドのプリンです。
鶏卵生産量日本一の本県の鶏卵と、小美玉市産の濃厚な生乳を
ぜいたくに使い、素材のおいしさを引き出しています。今回は、
「おみたまヨーグルト」「ゆずとハチミツののむヨーグルト」「カップ
ヨーグルト（３種）」と盛りだくさんなセットでお届けします。

　昨年末に発生した新型コロナウイルス感染症は
世界各国に広がり、現在もなお終息する見通しが
立たない状況にあります。各国・地域で入国制限措
置や入国後の行動制限措置などがなされており、
世界経済全体に及ぼす影響が懸念されているとこ
ろです。
　国内の複数地域でも患者発生があり、本県にお
いても3月17日（火）に1例目の患者が確認されま
した。
　県では、この感染症が国内で確認された当初か
ら、関係機関と連携して医療提供体制などを整備す
るとともに、2月28日（金）に新型コロナウイルス感
染症対策本部を設置して、日々刻々と変わる状況を

迅速かつ的確に把握し、県民の皆さまへの情報提供
や相談対応、感染対策の徹底を図ってまいりました。
　皆さまには、引き続き国・県・市町村から発信される
正確な情報に基づいて、冷静な行動をお願いしま
す。咳エチケットや手洗いなどの基本的な対策にご
協力をいただくとともに、発熱などの風邪症状がみ
られる場合には、不要不急の外出を控
えるなどの対策もお願いします。
　県としましても、国や市町村、関係機
関と緊密に連携し、県民の皆さまの安
全を最優先に考えた感染拡大防止策
に取り組んでまいります。

～ 意志あるところに道は開ける ～
Where there’s a will, there’s a way.知事

茨城県知事  大井川 和彦

新型コロナウイルス感染症に係
る知事記者会見（3月17日（火））

（株）小美玉ふるさと食品公社 ☎０２９９（５６）６９９１

でせ～るふらん
＆おみたまヨーグルトセット
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感染対策をしっかりしましょう

　大洗町から神栖市にかけて全長70キロメートルにおよぶ鹿島灘で採れる「鹿
島灘はまぐり」。ふっくら肉厚な身とぷりぷりとした食感が特徴で、うまみ成分の
コハク酸やグリシンが豊富に含まれています。
　乾燥させたハマグリに絵を描いて布をまとわせ、雛人形として扱う風習や、
ちょうつがいの形が貝ごとに違い、２枚の貝殻がぴたりと重なる様子から“夫婦
円満”のシンボルとされるなど、節句やお祝いの席には欠かせない縁起物とされ
ています。
　今が旬の「鹿島灘はまぐり」をぜひご賞味ください。

ハマグリ漁の様子やレシピなどはこちら▶

鹿島灘はまぐり
か　　  しま       なだ

誇れる いばらき hokoreru ibarak i

このコーナーでは、いばらきが誇る「頑張る人」「もの」「場所（風景）」などを紹介していきます。

本号に掲載しているお問い合わせ先は、3月19日現在のものです。4月の組織改正により、担当課名が変更になる場合がありますが、電話番号は変わりませんので、ご了承願います。


